
第４学年 総合的な学習の時間 活動略案 
令和６年１１月２２日 ５校時 

４年１組  ３２名 
１．  
２． 単元名 「幻の城南小松菜を育てよう」 
３． 本時のねらい 
   様々な工夫を凝らして育ててきた城南小松菜を他者に食べてもらうことで、その味を伝え合い、新たな課題

を見付ける楽しさを味わうことができる。 

４． 本時の展開(30/52) 

主な学習活動・学習内容 ○…指導上の留意点等  評…評価 

１． チームごとに味や見た目を確認する。 

C： ミネラル水で作った小松菜は味が違うかも。 

C: 日当たりがいいとおいしいのかもしれないな。 

 

 

 

 

〇手を清潔に保ちながら調理を行うよう、手洗いや

消毒を徹底する。 

 

 

２． 試食する。 

C：やっぱり城南小松菜は甘いね。 

C:味がしっかりしている。 

C：栄養剤チームの物は大きく育ったから歯ごた    

  えがあるね。 

 

３． 感想や意見をチームごとにまとめる。 

 Ｃ：インタビューではおいしいという言葉が多かっ

たよ。 

 Ｃ：甘いという感想もたくさんあったよ！ 

 

４．活動を振り返る。（タブレットで記入） 

C:このおいしさを伝えていきたいな。 

C:まちの人にも食べてみてほしい。 

C:種を配る案はやってもいいのではないか。 

〇チームごとに小松菜をゆで、同じ味付けをすること

で育て方の違いが比較できるようにする。 

〇それぞれの味の違いを比較するために、写真で

児童の様子・調理前・調理後の城南小松菜を記

録する。 

〇友達や大人に食べてもらい、美味しさを共有し、

感想を伝えたり聞いたりする。 

 

 

評取組を振り返ることを通して、よりおいしい城南小

松菜を作ろうと探究活動にすすんで取り組もうとし

ている。【主体的に学習に取り組む態度】（観察・ロ

イロノート） 

〇ロイロノートの共有ノートを活用することで互いの

振り返りをオンライン上でも共有できるようにする。 

 

５．片付けをする。 〇食べ方や食べてもらう相手など、相手意識をもっ

て城南小松菜作りの内容を再考する。 

４． 板書計画 

育て方の工夫チームごとに味比べをしよう！ 

２調理 

４片付け 

５着席・挨拶 

味の違いは？ 

チーム名 味 その他 

日当たり   

水やり   

土・ひ料   

栄養ざい   

室内   

水の質   

防鳥ネット（第二農園）   

市販   

 

１しゅうかく 

３試食・感想 

幻の城南小松菜を育てよう 

育てた工夫ごとに城南小松菜を調理し、味比べをしよう。 


